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新基準 (平成二十二年文部科学省告示第二十三号)

第 2章 各教科共通の条件
3｀ 正確性及び表記・表現    .ノ      ー
(4)′ 漢字,仮名遣い,送り仮名,甲ニヤ字うづり,凋語,記号∫計｀ 量単位などの表記は適切であらて不統二はなく,別表に掲げる表
記の基準によっていること。

 `          リ

第 3章 各教科固有の条件               l
[国語科 (「書写」を除く。1)ヨ

2 選択・扱い及び構成・排列    t r
(1) 小学校の各学午において,小学校学習指導要領第 2章第 1節別

■秀ギ言言裂撃貢腎寺季年航藻撃蓋喜肇言[鬼み管乳I績警糧掌良
外の漢字については,´ 振り仮名‐を付けるなどI児1童の学習負担に
必要な配慮を行った上で使用すること、ができること。

(2) 「学年別黎宇配当表」において当該学年より後の学年に配当さ

舞源換皐誉言鶯寧」勇言1卍層言雰瀬脊tl憲璽冤3讐源統畠痣藤楚
´読み方を示すものとすること。         ′

(3) 小学校の第 2学年以降の学年においては,「学年別漢字配当
表」において当該学年の 1年前の学年に配当されて,いる漢字を学

(4)革星晨慮翁T塁塁麦ふ第雪璽撃憂鷲二等悪}｀ 3阜単11漢字配・当
.表」において小学校の.第 6学年に配当されている漢学を学習する
ごとができるよう必要な配慮がされていること。  ‐́

西己

t:)豊 3ヽ1計3:含曇島釜]罵曇メ1夕尋讐I]雰考}選li譴5tiて,夜).り :14寺 1:(つ等象j毛二
ベージに偏っていないこと。

第 2章 各教科共通の条件
3 正確性及び表記・表現               :
(3) 漢ギ:仮名遣い;送り仮名,、 口ご了字つづり,用語,記号,計
量単位などの表記は適切であつて不統一はなく,別表に掲げる表
記の基準にようていること。

´

第 3章 各教科固有の条件        ~
｀
キ [国 語科 (「書写Jを除く。)]    :   =
2 澤択・扱い及び組織 0分量 1 ●

=           :
(1) 小学校の各学年において,次の場合に生L小学校学習指導要領
第 2章第 1節別表「学年別漢字配当表Jにおいて当該学年より後
の学年に配当[されている漢字又は「学年別漢字配当表」に掲げら
れている漢字以外の漢字を必要に応じて使用:することができるこ

とも
1 :    ~           |

二 固有名詞         r.         j
イ 専門的な用語 :  `:    |
iユ 学習上特に必要と認め:られる場合  井
(2) 「学年別漢字配当表J、において当該学年より後の学年に配当さ
れている漢字又は「学年別漢字配当表」に掲げられている漢字以
｀ 外の漢字を使用する場合には,少なくとも単元ごとの初出の1際に
読み方を示すものとすること。
(3) 小学校の第 2学年以降の

´
学年においては,「学年別漢宇配当

表」,において当該学年の 1年前の学年に配当されている漢字を学
習することができるよう必要な配慮がされていること。1

(4)、 中学校においては: 3学年間を通して, 「́学年別漢字配:当表」
において小学校の第 6学午に配当されている漢字を学習すること
ができるよう必要な配慮がされていること6     .

(5) 新出の文字及び語句の提出の方法は適切であり,特定の単乖や
ベアジに偏っていないこと。

―Tl―       l



別表 別表

区 ')分 表  記  の_基 、準

字 小学校において使用する漢字は,国語科を除き漢 (1)
「学年別漢字配当表J_.tこ示されたその学年までの

漢字の範囲に限るものとし,その使用法について
|

は,「常用漢字表」i(昭和56年内閣告示第1号)
によること。また,国語科を除き,その学年に配
当された漢字がその学年において取り上げられる
場合には,'少なくとも各冊ごとめ初出の際|こ読み
方を示すこと。       

「

   /
(2).中学校において使用する漢字の範囲及びその使
用法については1「常用漢字表」によることもただ

し:原典をそのまま載せる必要のある場合には,
これによらないことができること。この場合にお
いては,少なくとも初出の際に読み方を示すこ
|  と。                       

・

(3) 固有名詞又は専門的な用語にういて,やむを得
ず (1・ )又は (2)によらない場合にはi少なく
.と も各冊ごとの初出の際に読み方を示すこと。

(4):`常用漢字1の字体については,「常用漢字表」に
,よること。ただし,教科書体活字を使用する場合
‐には,「学年別漢字配当表」に示された漢字の字
「 _体を標準とし,その他の常用漢字にういては,。 こ
れに準ずること。
(5) 常用漢字以外の漢字の字体にもレ1)て は̀ ,慣用な
尊重するこ́と。             ′

区  分 表
｀ 記  の‐ 基 準

小学校において使用する漢字は,国語科以外の`
各教科においても第13章の [国語科 (「書写]を
除く。),]の 2の (■ )'の例による|こ とができる
こ'と

.と
し,その使用法につぃては,「常用漢守

表」 (昭和16年内閣告示第1号)による手と9ま `

た:1国語科を除き,Iその学年に配当された漢字が
その学年におし,｀で取り上げられる場合には,少な
、くとも各.冊ごとの初出の際に読み方を示すこと。
中学校において使用する漢字の範囲及びその使
用法については「常用漢字表」によること。ただ
し,原典をそのまま載する必要のある場合には,
へこれによらないことがでぎること。'この場合にお
いては,少なくとも初出の際に読み方を示すこ

漢  字 1(1)

(2)

_と 。      ′
(3) 固有名詞又は専門的な用語にういて,やむを得
ず ィ(1):又は・(2)によらない場合には,少なく
′とも各冊ごとの初出の際に読み方を示すこと:

(4) 常用漢字の字体については,「常用漢字表」に
よること。ただし,教科書体活字を使用する場合
には,ヽ「学年別漢字配当表」に示された漢字の字

体を標準とし,その他の常用漢字に,ついては,オ ニ
れに準ずること。    `
(5) 常用漢字以外の漢字の字体については,慣用を
尊重すること。              1
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